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ご 挨 拶

株式会社 松村合金ダイス研究所

代表取締役 松村 謙三
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経 営 理 念

一、私達は心豊かな生活をおくる為の会社づくりを目指し、

共に悩み、考え、学び、喜べる関係を作ります。

一、私達は日々進歩する技術に積極的に取り組み、

お客様からの信頼を得るもの創りを行い、共に事業の

永続的繁栄を目指します。

一、私達は「もの創り」を通して、地域社会と共に歩める

会社創りを考えます。

ごあいさつ

今年度は昨年に引き続き大変な年になりそうです。一番にはウクライ

ナとロシアの問題とイスラエル・パレスチナの中東情勢です。これに

より食料やエネルギー価格を中心とした市場価格はますます高騰が進

みます。併せて円安が進んでいることで輸入される食料や石油等の価

格の高騰もますます進んできます。これらが私たち中小企業にとって

の経営に大きく影響します。この影響を少しでも改善するために現在

取り組んでいます「環境経営マネジメントシステム」をより一層前進

させて企業業績の改善を図って行きます。また環境面においては、

SDGsの取り組みを進めてCO2削減への努力をして参ります。
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I’

株式会社 松村合金ダイス研究所

環 境 経 営 方 針

＊＊ 環 境 理 念 ＊＊

地球環境を維持するために、「私たちができる、小さな努力です」運動を展開し、私た

ちが作り出す樹脂押出成形金型を通じて、お客様が環境にやさしい製品を創造することに

より、社会貢献とともに、地球環境保全を意識した企業作りを構築し、循環型及び低炭素

社会の一翼を担っていきます。

＊＊ 環境保全への行動指針 ＊＊
１．次の事項について環境目標・活動計画を定め、継続的な改善に努めます。

①二酸化炭素排出量の削減（低炭素社会への対応）

・電力（工場、事務所）

・自動車燃料（社用車）

・灯油

②廃棄物の削減及び再資源化の推進（循環型社会への対応）

・一般廃棄物（可燃ごみ）

・産業廃棄物（金属くず、廃油）

③排水量の削減（水資源の保全）

・一般水道水

④社会貢献

・製品やサービスの環境配慮と生産性向上により社会貢献につとめる

・地域での環境活動への積極的な参加（事業所周辺の清掃等）

⑤化学物質の管理

２．環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。

３．環境への取り組みを環境活動レポートとしてとりまとめ公表します。

制定日：2008年10月8日
改定日：2023年10月3日

署名 代表取締役社⾧

松村 謙三



品 質 方 針

当社は全てのお客様の期待に応える質の高いサービスの提供を

する。

顧客満足の絶え間ない向上を目指し、製品、そしてサービスの

継続的改善を実践する。

当社の業績向上は、当社の品質管理マネジメントシステムの枠

組みに基づく業務の実行、業務に求められる基準の理解、業務

プロセスの改善、及び絶えず高められる品質目標を満たす事に

より獲得できる。

制定 2006年6月1日

ＪＱＡ-ＱＭＡ
13544
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代表取締役
松村謙三

本 社 米子工場

企画開発グループ
GM

営業チーム
L・SL・C

総務チーム
L・SL・C

製造グループ
GM

製造チーム
L・SL・C

管理チーム
L・SL・C

生産技術チーム
L・SL・C

２０２３年度 ㈱松村合金ダイス研究所 EA21実施体制図

取締役

３M委員会
3M委員長・EA21委員長

委 員

品質管理

生 産

生産技術

業務管理

営 業

経理・総務

ISO・EA21管理
管理責任者・内部監査員

●ＥＡ21の啓発、活動計画の管理（記録の
チェック）

●定期的なチェック（３Ｓ、安全）、定期活動及
び不定期活動の計画・準備

●ＩＳＯ9001管理（定期審査、内部監査、文書
の管理など）各委員会の監督管理、ＥＡ21内部監
査
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環境に関する総括責任者
環境経営方針の策定・見直し
環境経営目標・計画の承認

実施体制の確保

環境経営方針、環境経営目
標達成に向けた取り組み

環境管理責任者
代表の補佐

環境管理に関する責任者

代表者
統括責任
必要な経営資源を準備
環境経営方針の策定・見直し
全体の評価と見直し、指示

環境事務局
環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
各種帳票の作成・データの取りまとめ
環境経営目標・計画書案の作成
環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管
理
環境関連の外部コミュニケーションの窓口
環境経営レポートの作成、公開

委員、部門長
環境経営方針の周知
従業員に対する教育訓練の実施
環境経営目標達成に向けた取組実施
環境関連法規等遵守の取組
緊急事態対応試行訓練の実施・記録
問題点の是正・予防

全従業員
環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

更新日：2023.9.5



1.事業署名

株式会社 松村合金ダイス研究所

代表取締役社長 松村謙三

２.所在地

本 社：大阪府東大阪市豊浦町2番2号

米子工場：鳥取県米子市和田町1305番地

Webｻｲﾄ ： https://matsumura-die.co.jp

e-mail : info@matsumura-die.co.jp

3.環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者 ：取締役 松村 幸俊

電話：072-988-3059  ＦＡＸ：072-986-8643

4.事業内容（認証・登録の範囲）

電線及びチューブ用の樹脂押出成型金型の設計及び製造

5.事業の規模

合 計米子工場本 社

１８名1１名7名社員数

1095㎡７６５㎡３３０㎡延べ床面積

６.事業年度

５月～４月
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□組織の概要



□主な環境負荷の実績（全社）

□環境目標及びその実績 ※項目の番号は環境経営方針・環境保全への行動指針の番号

2023年度
実績

目標数値単位項 目

46,88646,705kg-CO2二酸化炭素排出量（対象：エネルギー総量）

405(本社)
460(米子

456(本社)
506(米子)kg一般廃棄物量排出量

0230kg産業廃棄物排出量

288352㎥総排水量
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目標実績目標実績

年 度

項 目

2025年2024年2023年2023年2022年2021年2020年

上段：総轄上段：総轄上段：総轄上段：総轄上段：総轄上段：総轄上段：総轄

中段：本社中段：本社中段：本社中段：本社中段：本社中段：本社中段：本社

下段：米子下段：米子下段：米子下段：米子下段：米子下段：米子下段：米子

34,44034,50934,57835,58935,66041,14939,938

kg-CO2

①電力の二酸化炭素
排出量削減

[排出係数]
本社：0.434
米子：0.552
※2021年度は係数が
違うので注意

4,2354,2434,2524,4174,4258,0098,459

30,20530,26630,32631,17231,23533,14031,479

99.8%99.8%97.0%99.8%86.7%103％101％前年度対比

9,79710,19714,69515,521本社
kWh使用電力量

54,93956,58560,80757,760米子

8,1348,1518,1677,5717,5876,5186,508

kg-CO2
①ガソリンの二酸化
炭素排出量削減

7,5007,5157,5306,9436,9565,8285,751

635636637629630690757

99.8%99.8%107.7%99.8%116.4%101%前年度対比

4,1244,1334,1413,5453,5523,9993,025

kg-CO2
①灯油の二酸化炭素
排出量削減

6706716728048061,2531,164

3,4553,4623,4692,7412,7462,7461,861

99.8%99.8%116.6%99.8%94.2%132.2%143.8%前年度対比

51,66546,79246,88646,70546,79951,66549,471kg-CO2
二酸化炭素
排出量合計



目標実績目標実績

年 度

項 目

2025年2024年2023年2023年2022年2021年2020年

上段：総轄上段：総轄上段：総轄上段：総轄上段：総轄上段：総轄上段：総轄

中段：本社中段：本社中段：本社中段：本社中段：本社中段：本社中段：本社

下段：米子下段：米子下段：米子下段：米子下段：米子下段：米子下段：米子

403404405456457491468（kg／年）②一般廃棄物の削減
本社

99.8%99.8%88.5%99.8%93.2%104.8%109.8%前年度対比

458459 460 509 510 420 620 （kg／年）②一般廃棄物の削減
米子

99.8%99.8%90.2%99.8%121.4%67.7%72.9
前年度対比

861863 865 965 967 911 1,088（kg／年）
②一般廃棄物総括

99.8%99.8%89.4%99.8%106.1%83.7%85.2%前年度対比

2,1462,1512,1552,2062,2102,5321,860（kg／年）
②産業廃棄物（金属
くず）の削減
・大成商事
米子 99.8%99.8%97.5%99.8%87.3%136.1%85.3%前年度対比

022823000（kg／年）
②産業廃棄物（混
合）の削減
・山陰クリエート
米子 99.5%99.5%－99.0%－－－前年度対比

286287.4 288.0 352 353 396 408 

（㎥／年）③水道水の削減（節
水）

6564.9 65.0 68.9 69 106116

221222.6 223.0 283.4 284 290292

99.5%99.8%81.6%99.8%89.1%91.3%102.6%
前年度対比

本社

99.5%99.8%94.2%99.8%65.1%99.3%118.2%
前年度対比

米子

1,828 1,717 1,635 1,557 1,857 1,828 2,894本社

④社会貢献
製品・サービスへの環
境配慮（修理金額）千
円

（本社）
48回

（米子）
2回

（本社）
48回

（米子）
2回

（本社）
48回

（米子）
2回

（本社）
48回

（米子）
2回

（本社）
48回

（米子）
2回

（本社）
48回

（米子）
2回

（本社）
48回

（米子）
2回

（年）
④社会貢献
社会貢献として工場周
辺の清掃を致します

＊上記の他化学物質管理を実施しています。
＊数値は自動計算値を使用のために一の位は変動します。
＊都市ガス・ＬＰＧは含まず
＊表の数値は自動の計算の為、一の位の数値が正確でない場合があります
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□２０２3年度 環境活動の取り組み計画と評価

評価と次年度の取り組み計画
単位

前年度比
達成状況取り組み計画

■本社：目標達成

本社は基本的に冬場は灯油優先で、夏場はエアコ
ンによる温度調節ですので、その時の気候、気温
差による変動は仕方がないところです。意識的に
は十分に管理して貰えていると考えます。

・次年度目標→99.8％

■米子工場：目標達成

エアコンの温度設定の成果により、節電できた。

・次年度目標→99.8％

◎原単位評価

売上高97.0％に対し96.9.なので、妥当な推移と
考えられる。

ｋｇ-CO2①電力の削減

 節電運動展開
 不要照明の消灯
 クールビズ・ウォームビズ

運動
 工程ロス削減による稼働時

間短縮
 標識・表示による啓発
 冷房２８℃ 暖房20℃（基

準温度計設置）

99.8％35,589目標：総轄

4,417目標：本社

31,172目標：米子

96.9%34,578実績：総轄

4,252実績：本社

30,326実績：米子

■本社：目標未達成
確かにコロナの収束からくる営業活動の活性は上
がってきています。工場への出張は減っています
ので、この状況は営業活動が増えたためと考えら
れます。長距離に関しては燃費の一番良い車で
行っています。本来であればハイブリット等の車
両に乗り換えることが望ましいのでしょうが、現
在の状況では無理があります。今後の検討課題で
す。
・次年度目標→99.8％

■米子工場：目標未達成
使用量多くなった
使用者が増えたのも要因と思われる
・次年度目標→99.8％

◎原単位評価

売上高97.0％に対し10.7.7％。移動が増えてき
ているので増えるのは仕方ないが、売上がそれに
見合っていない状況。

ｋｇ-CO2①ガソリンの削減

 アイドリングストップ
 急加速・急停車の防止
 燃費のよい車の購入（更新

時）
 公共交通機関の利用促進
 表示による啓発

99.8％7,571目標：総轄

6,943目標：本社

629目標：米子

107.7%8,167実績：総轄

7,530実績：本社

637実績：米子

■本社：目標未達成
意識の向上が続いているのと、本社製造部門の廃
止、エアコンとの併用が聞いているのでしょう。
・次年度目標→99.8％

■米子工場：目標未達成
気温が低かった為、使用量が多くなった
・次年度目標→99.8％

◎原単位評価

売上高97.0％に対し116.6％。体調にもかかわる
部分なので増加は仕方ないが、それに見合った売
り上げを確保していきたい。

ｋｇ-CO2①灯油使用量の削減

 表示による啓発

 基準温度計を元に室温管理
 ウォームビズの推進

99.8％3,545目標：総轄

804目標：本社

2,741目標：米子

116.6%4,141実績：総轄

672実績：本社

3,469実績：米子

■本社：目標未達成
一般廃棄物に関しては3ｓ活動も一取り終、今は
メンテ状態なので今後極端に増えること減ること
もないと思います。意識としてごみを出さないと
いう事を心がけていきましょう。
・次年度目標→99..8％

■米子工場：目標達成
排出量を少なく出来た
・次年度目標→99.8％

◎原単位評価

売上高97.0％に対し、本社88.5％、米子工場
90.2％。無駄を減らす意識が出来ていると感じま
す。

kg②一般廃棄物の削減

 裏紙使用

 ミスコピーの防止
 分別による古紙のリサイク

ル化
 両面印刷用プリンタ購入
 マイ箸、マイカップ、マイ

水筒運動の推進

99.8％456目標：本社

88.5%405実績：本社

99.8％509目標：米子

90.2%460実績：米子
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単位
前年度比

達成状況取り組み計画

■53期は排出無し

（排出が2年に1回程度のため）
kg②産業廃棄物（混合）の削減

99％228目標：総轄

99％228目標：米子

0実績：総轄

0実績：米子

■本社：目標ｎ達成
水道水に関しては全く問題が無いと思います。
大きな3S活動もしばらくする計画はありませ
んのでこの状況のままでOKです。
・次年度目標→99.8％

■米子工場：目標達成
節水意識の成果により、節水できた
・次年度目標→99.8％

◎原単位評価

売上高97.0％に対して、本社81.6％、米子
94.2％。節水は十分意識できている。

㎥
③水道水の削減

節水呼びかけ
シャワーノズル取り付け
表示による啓発

※基準年度及び数値

352 目標：総轄

99.8％68.9 目標：本社

99.8％283.4 目標：米子

288.0 実績：総轄

81.6%65.0 実績：本社

94.2%223.0 実績：米子

■目標未達成
ここ数年来の課題であるマンパワー不足の解消
のためあらゆるところに取り組んでいるが中々
成果が上がらない。足らずの部分を地域連携、
企業連携も進めているが実績の件数は上がって
いるがその分費用も大きく発生している。

④製品・サービスへの環境配慮と生産性向上

リユースの提案
設計、開発段階での提案
リユース受注のためのＰＲ
（ホームページでの啓発、営業活動でのＰＲ）
修理品受注金額の集計（リユース、リペア）
包装資材のグリーン化と削減
環境負荷物質の使用禁止（梱包ケースをプラスチックからポリエ
チレンに変換）
梱包資材のリユース

■目標達成（千円）
製品・サービスへの環境配慮

■修理品販売高
管理場所 本社

101%1,857目標：総轄

1,858目標：本社

83.8%1,557実績：総轄

1,557実績：本社
■目標達成毎週本社目標社会貢献

工場周辺の清掃 本社

工場周辺の共同清掃 米子

100%毎週実績
年2回米子目標

100%2回実績
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取り組み結果取り組み計画

作業担当者は年2回実施健康診断⑤化学物質の管理
（コバルト及びその他無機化合物
の管理）

■管理場所 米子工場

工場内環境測定を年2回実施環境測定

作業主任者選任

発散抑制装置設置

作業記録の30年間保管

2013年1月1日付けで施行された、労働安全施行令等の一部改正により、特定化
学物質の第2分類として「コバルト及びその他無機化合物」が新たに追加された。

作業担当者は3年に1回実施健康診断

その他
（粉じんの濃度測定の管理）
■管理場所 米子工場

工場内環境測定を年2回実施環境測定

発散抑制装置設置

簡易点検：３カ月に１回
定期点検：7.5kW～50kWの空調機３年に１回以上

その他
（フロン排出抑制法）
■管理場所 本社、米子工場
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2023年度 CO2排出量の構成比
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2023年度 実績及び計画値グラフ
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2023年度 実績及び計画値グラフ
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□環境関連法規制等の順守状況

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）適用される法規制

一般廃棄物(紙屑・木屑・繊維ｸｽﾞ等)、産業廃棄物

（金属ｸｽﾞ・廃プラ・廃油等）

廃棄物処理法

貯油施設の事故時の対応と届出水質汚濁防止法

フロン類の適切な処理・回収・破壊の工程の確認

空調機の簡易点検・定期点検の実施

フロン排出抑制法

定期点検・水質検査浄化槽法

特定化学物質第２分類物質「コバルト及びその他

無機化合物」

・作業主任者選任 ・作業環境測定

・健康診断 ・発散抑制装置

粉じん防止規則

・粉じん濃度の測定 ・健康診断

労働安全衛生法

2024/5/31に遵守評価の結果

環境関連法規制等の順守状況の評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

17

本社の数値設定に関して、基本的に古い設定が残っているような感じです。また
シュレッダーの紙を廃棄物で加算していると思います。この紙については工場に
持込資源ごみで処理しているので重量チェックは注意してください。本社、工場
において数値目標等がかなり古くなっているので、改めて設定する必要があると
思います。また環境マネジメントシステムを深く理解していかにマネジメントに
つなげていくかを考えなければなりません。一番の問題は生産性向上のために何
を行うかです。マンパワーの増強は当然ですが、生産ロスの削減、運送費削減、
梱包資材削減等々考えることはあるはずです。次年度そのあたりをしっかりと見
つめて行きましょう。更に、経営指針書の年度課題を解決することが企業価値向
上につながるため、EA21での運用を検討します。

変更の必要性
・環境経営方針：変更が必要（企業価値向上に関わる方針を追加）
・環境経営目標：変更が必要（環境経営方針の変更に伴う変更）
・実施体制：変更あり（管理責任者の統合）

□代表者による全体の評価と見直し・指示 実施日：2024年5月31日
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本社３M活動

社内改善

業務効率化の為、超硬の管理棚を米子に移動しました。

経理部のドアダンパーの取
替を行いました。

3Mとは：３Sの進化型で、ムダ・ムリ・ムラを減らすための活動です。
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本社３M活動

本社 火災訓練

火災時対応マニュアルの確認および
火災を想定しての訓練を行いました。



米子工場３M活動
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2023.9.29
環境測定

コバルト及び粉じん

2023.10.11 2024.3.27
団地一斉清掃

＊団地一斉清掃 自社周辺市道、側溝清掃
＊団地一斉清掃 参加要請

第一回目10/11 第二回目3/27
・10/11 自社周辺市道と側溝清掃
・3/27 会社周辺の側溝

※写真撮り忘れの為、データの記載をしています
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私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

単位：t-CO2

省エネ+太陽光発電+電気自動車+再エネ電力

カーボンニュートラルに向けたわが社の取り組み

2050年 0 0

9.5

Scope1

化石燃料

Scope2

電力
対　策

現在 12.3 35.3 省エネ+ハイブリッド車+再エネ電力

2030年 12 11.6 省エネ+再エネ電力(CO2排出量ゼロの電気を50％購入)
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